
近年、自然災害が頻発する中で次の大災害への警鐘も含め、
防災・減災に関する報道を多く目にします。その中で、ペット
の同伴など動物の避難についても検証されていますが、家畜動
物については表立って議論すらされていません。

工業型畜産と言われる、狭い動物舎で効率よく短期間で飼養
管理を行う日本の畜産現場は、そもそもが災害に弱い構造です。
閉じ込められた環境で、水と電気などのライフラインが止まる
と、それは死を意味する。東日本大震災等の大災害で、地域に
存在する伝統的且つ遺伝子的に貴重な家畜たちの命が、ほんの
一瞬で失われた事実を知り、有事を想定した家畜動物の防災こ
そが持続可能な畜産の根幹であり、スタートラインではないか
と考えました。

point 1 point 3その時、家畜たちはどうする？

生産性は高いが災害に弱い牛舎構造

地域で取り組む災害への備え

産学官民の連携を図り地域一体となって、これまでに2度の避難訓練を実施しました。農家プロファイリングや避
難トリアージなど、実践の中で見つけた課題を解決する新しい取り組みにもチャレンジしています。専門家からは
「生産者は日常的に災害時のことを考える余裕がない。災害を想像させる意味でも非常に意義ある訓練」との評価も
いただきました。

point 2 家畜避難場所の条件

農林水産省は、家畜の防災についてHP上で呼び掛けています
（https://www.maff.go.jp/j/saigai/taisaku_gaiyou/tikusan.
html）。非常用電源の確保や1週間以上の飼料備蓄、そして「家
畜避難について事前に検討を」と記されていますが、果たして
そのような場所は存在するのでしょうか？この問いに対して、
矢板高校では2023年から学校放牧場を地域内家畜動物達の避難
場所とするための研究を開始し、避難放牧実績がある被災地の
牧場などを参考に避難計画の策定や整備を行いました。

①避難距離は1時間圏内
②強固な囲いがある
③停電や断水に左右されない餌と水がある
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point 4 このまちのグランドデザインを描く

活動をしていく中で、前例のない取り組みであると、多方面から注目し
ていただくようになりました。今後は、研究機関からも意見をいただきな
がら、社会に還元できるようブラッシュアップしていきたいと思います。
「バタフライエフェクト」という言葉がありますが、蝶のはばたきが、

少しずつ大きくなりどこか遠くでハリケーンを巻き起こす様に、私たちの
アイデアや活動が、将来的に家畜動物や農家さんの命を繋ぎ、持続可能な
農山村社会の構築に貢献できる技術へと昇華できるよう、家畜動物の防
災・減災を追求していきます！

【本活動の主な受賞歴】・
2023年度: 第2回高校生食のSDGｓアクショ
ンプランコンテスト最優秀賞・第9回全国
ユース環境活動発表大会最優秀賞
2024年度：栃木県学校農業クラブ各種発表
大会プロジェクトⅢ類最優秀賞・フェーズフ
リーアワード2024アイデア部門GOLD・愛媛
大学社会共創コンテスト2024特別賞・地域
活性化策コンテスト田舎力甲子園2024最優
秀賞・1.17防災未来賞「ぼうさい甲子園」フ
ロンティア賞
2025年度：全国高校生農業アクション大賞
第7回大賞・第13回グッドライフアワード実
行委員会特別賞・関東農政局ディスカバー農
山漁村の宝認証・1.17防災未来賞「ぼうさい
甲子園」だいじょうぶ賞

繋がれたまま餓死した家畜達
(希望の牧場 提供)
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